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くムbstracの ， 
The Paleozoic rocks which occur in the Miharaiyama district belong to the 1¥Iinamitani-

grou p. They are coπela七edwith the rocks of Kuma series (Upper Permian)， which are-
typically expose in Kumamoto Pref. The 1¥Iinamitani group contains special deposits such 
as the so-called Yasuba conglomerate. 

The Mesozoic 1¥fiharaiyama grou p is correlated with the lower par七ofthe Inai series and 
is considered Scythian in age. It is subdivided as follows: 

(G3 bluish grey sil回tone--2C泊 m

Gannosudani formation ) G~ bluish grey sandston←-80---95rn 

lG1 conglomerate --50--80 m 

_..:__ (K~ bluish grey sandstone--30-t)O m 
Niikuradani formati べ

日 目 lK1 basal conglomerate --15--30 III 

1¥Iinamitani group (Upper Permian) 
The Niikuradani formation contains no iossi1s， but the Gannosudani iormatIoIl， especial1y 

G2 is rich in fossils which are listed below. 
G3: Nuculωαsp.， jl-Iyophor'Ia a宜.laev匂αtα

G~: Neobakel:ellut kαmbei 1¥1.S.， .J[. a宜 tαev匂αtn(abundant) 

Neob. kαmbei sakαigalcenSI8 1¥-1. S.， NtICul仰 αsp.，RhYl1chonella討p.，TerelJ1・αlula?

sp.， etc.くrare)
.An uIlconformity was discovered between the Miharaiyama group and the underlying 

Paleozoic rocks. The Lower Triassic formations in Japan are local and very limited in occur-

rence. They are generally jammed into othe四 formationsby faults. Previously， the discon-
formable relation of the Lower Triassic with the Upper Permian Seri聞くキKumaseries)， had 
beenknown only in the Kitakami Mountains， ]日iyagi Prefecture. The. discovery of the 

unconformity mentioned above may be important in the study of the late Paleozoic cru1?tal 

movement in Japan. 

まえがき

この地直は舞鶴地帯夜久野・ 'Ii/ij本用地区の中間にあたるものであヲて兵庫!路建父郡南谷村御故山の
タキノヤ

中校以上およびそれから東方建屋村へかけて三塁系の御:故山唐群が分布する。この唐群は 1930年に

紳戸信和・庚JI!?合により命名されたもので，雨氏が護見した Myophoriaなどを含与三器系であること

が知られ，叉古生唐を不整合に被うことが殻想、されていた九
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筆者らのうち中i警は 1951年 3月との地匿を巡検し， との唐群が稲井統である司ととをど認め:n 宏、岐

は中浮の指導の下i亡1952"年 6月工り 1953年 10尽の関数次にわたり同居群持よびその周濯の者

岩唐を調査し，三塁系の唐序を大韓明かにし，又その基底の不整合を確認するなどrの結果を得た。

との地区に分布す;る諸岩農はp 古生居・下部三塁系ぐ御紋山麿群)・第三紀唐・崩積唐・沖積唐ι超

麗基性岩・夜久野盤密性岩類・花時岩・石英粗高岩類・玄武岩等であるo との論文では主力を中・古

生!菅とその簿迭にそ L が々p 将来とれと関連し?と問題の生デるととを殻想、し，その他の諾岩麿にづい

ても略述する o

との研究の最初から，野外・室内の調盗研究1'C懇篤な指導と激動とを輿えられた松下進教授に心か

らの感謝を捧げたい。岩石の検鏡その他の教示を載いた吉津甫劫毅授，早瀬一一・中山勇・粉川昭平

の諸事士，野外・室内で得批判を載いた清水大吉郎事士，調査のはじめにあたp既知の費料を提供さ

れ助言を輿えられた地質調査所の!神戸信和技官の御厚意に感謝する o 叉妨鍾義化石の鑑定は九大勘米

良範齢助教授，一部は大阪事審犬山際延夫事士に給額いしたq と Lに明記して深認の意を表する。

麿序

1. 古生唐

本地宮査に分布する古生唐は，訟もに泥質ないしジJレト質頁岩からな丸 しばしばγJレトないし微粒

砂岩と泥質頁岩と工りなるラミナ「厚さ 1"-'5cm)が護法し，所々に厚さ 10cm，，-，l m の非常に淘汰

の惑い細粒ないし中粒砂岩麿をはさむ。この砂岩は粒の配列はかなりよく，角片欣石英・長石・ジJレ

ト粒往左が多い。稀に斑岩様火成岩粒がある。有色鍍物粒は見蛍らない。基質は石英粒の多い炭質淡

泥である。一般走向は北 81)0，....".，900 東で北に 600"-'800
傾斜する。特徴的なのは合紡錘盆石次質紹際

岩の存在，荷主び石灰岩や黒色頁岩の小さなレンス'或いは;J、角片様部分をもづシルト賀頁岩の存在で

ある。前者の諜は形のかな D不規則な，径 1----4mmぐ最大 25mm)の石次岩片・方解在・紡錘議・

黒色不淘汰ジルトないし，砂泥岩・砂泥質不純石友岩・淡次~由~核色角岩・石英粒・長石粒・費朽

安山岩様岩片等であるo 砂泥質物や石茨質物は形も不規則で五i亡入り込久粒であるか基質であるが

判定困難な場合が多い。明瞭な謬結物;土少し界にそづて炭質物や水酸化銭が入り込む。

紡錘皇室は共のようなものである。

Yabeinα~ sp. [cfr. Y. yσsubαf'nsis TυIUYA~fA] 

Y. sp. [cfr. Y. colurnbiana， (DAWSO~)] 

Y. ? sp. 

Lepidolinαsp. [cfr. L. kwnaensis KA:¥DU';RA M. S.j 

P，{eudodoUolinαsp. [cfr. P. pseudolepid(~ (DEP.)] 

Codonofusiella sp. 

Schwa.gerinαsp. A [cfr. S.αcris TO:¥lPSOX and 、;VHEELER]

このブオ戸ナは九チf'[山地球磨唐産のものと完全に一致する(舞鶴夜久野地匿のものも最近勘米良助

教授に鑑定していた Yき同じであることがわか?っているY、。

石灰岩や頁岩の不規則な形のレンズないし細角片様物ぐ長さは夫々 2"，-，10cm)をもヲシ Jレト質頁

岩は，金趨として厚さ絞 m位のもので，水平的にも十数 m で前記のラミナの多い地唐に漸移するo

石反~.Li レンズからは，サγ ゴコなよび保存不良の紡錘惑が，又基質ともいうべき砂質シルト岩からは，

i11i物化石破片ぐ鑑定不能〉が見出されている。本地磁の古生唐からは，軟鐙動物化石を殆んE麗しな

いが，やはり石茨岩レ y ス・の溶け央った跡のある持石から 2ケの保存不良の腕足介化石ぐたがいに具

Fわが得られている。
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上述の紡錘盆石友質紹磯岩およびレンズをもづシルト質頁岩にづいては，他日詳しく記す議定であ

るがp 雨者は岩相上たがいに密接な関係にあるものと見られ，舞鶴地帯古生唐の堆積僚{牛を考える際

に重要な示唆を輿えるものであろうo

本地直の古生唐は，はじめ紳戸により 3分されて，それぞれ大屋麿・須留ケ峯J菅ι 建屋麿と命名さ

れたが，須留ケ峯唐は大屋唐に比しゃ L砂岩唐を多くはさむとと，建屋唐は花詩岩による接濁変質をと

しているととの他には相互に遣いはないのでこ Lでは一腹南谷唐群として一括しておく九上述の諸

事項を遇r賢して本地濯の古生麿は舞鶴地替の模式地である簿鶴地直に分布する舞鶴麿群と岩棺が酷似

して持久むしろ将来とれに一話されるべきであろうc 上下限は不明であ!J，一方多くの獣唐で切ら

れていると考えられるが，それらの断唐φ性質，岩椋の幾化とその分布等を考え合せると，全j菅厚:土

少く‘とも 1000mに濯するであろう。時代は少くとも細線岩を含む部分はよ部二塁系球麗統におf比さ

オ工る0'

2. 三轟系
書タエ

との地麗の三塁系は，0fT述の通D街l放山中腹よりよ方訟よびそれよ D東方建屋村三谷にかけて分布

しp 神戸・賀川によ D御蔵山居群と命名されたものである c その唐序はr 主として大屋村糸原谷の英
ユイクラ

の新倉谷和よび建農村三谷の奥のガンノス谷の標準断面において筆者らが調べたところでは次の通5

である。一設定向は北 400
，....，，600

東であるが北部沿よび東部では北 700"-80。東となる O 傾斜は雨;て

400
，-...，600 位である。

( G3 青茨色シルト岩唐 20り1n十

ガYノス谷唐~ G:.: 青灰色砂岩唐 80，....，95 m 

l G1 図礁岩唐 50"""，'SOm 

{丸青灰色砂岩居 30""""'60 m 
新倉谷唐1

" N1 基底密主岩壕 15'"'-'30 m 

南谷唐群ぐ上部二塁系〉
ニイクラ

a) 新倉谷麿

御蔵山唐群は古生唐と断唐で接しているところが多いが3 酉護持よび西北港では不整合である a 基

底i諜岩居とそのす々上の砂岩唐を合して新倉谷唐とする。様式地は大屋村糸原谷の英の宝丹念谷コ

Nt 基底磁岩麿

基底燦岩の礁には黒色頁岩・白色ないし育設色角岩・蛇紋岩・愛朽安山岩模様色火成岩・白色なも

し矢白色石灰岩・方鮮石等の直角磯ないし豆沼環が多く，白色珪岩もあるo 礁の潟汰は慈しその従

は多くは 2mm から 2cm 位であるが殆ん~' 10cmにも達するものもある。謬結物はー弐的には淘

汰不良の時に石英徴粒角片をご含む淡泥でニヨ史的に黄色総泥石様物質が入づて~ !J，更にかな D純粋な

石皮質物質がその間をうデめていることがあるo 石次岩!球中には紡錘墨 Neoschwαger1'nasr・A [cfr. 

N. doubillei OZAWA]， N. sp. B， Poeudofusulinαsp. [cfr. P. 叩19αTぬぐSCHELLWIE~)l 2:'含むq 基底[改

岩の唐厚は模式地では 15m，口六墨付細首英や中付・谷では下限が断麿で切られているにもか Lわら

ヤ 30mに及ぷ。

Nt 膏茨色砂岩窟

基底i環岩尾まはその上部でかな担念i放に粒度を減じて青タミ色砂岩唐に移化する。不明瞭で;土あるが成

ホ 関西支部で講演の際は大屋府群としたが大昆村iこは分oiも小さし立つ岩";fflも模式的でない.主として視察

記載したのは市谷村であるので，こう改めたい
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唐して沿り走向北 400，，，，450 東，{I頃斜南

東""-40。位であ石。基質は殆んEなく，

古生唐の砂岩ょ p粒度はそろい，多くは

中粒砂からなるが下部では時比淘汰不良

とな p粗大剤投泣いし細擦を含む。泥岩

粒は多いが古生唐に見るような特色ある

黒色頁岩の破片はない。

方堺石や石次岩を粒としても含みp 非

常i亡石茨質主主ところもある。新倉谷では

その下限近くに厚さ 5，，-，10cm内外の黒

色ジルト岩と徴粒砂岩との五麿ぐその5，....，

6;伎を含む居間摺曲らしいものが見られ

た)よ Pなる地唐をレγ ズ欣にはさむと

ころがあるo 麿厚は模式地では， 30m，

他に 60mに掃工ぶところもある。化

石は未だ 1偲鐙も護見されない。

官~'，: iE 岐

、露頭より
イ下it石を
産出じた
須佐

ガνえ谷信)

|塑

12 
新倉谷容 j

一・ .τ1.-』ー・'1:.、三主;翠:

7奇〉吠色シ'i~ト是''1

52 円孫岩〆審

60 斉灰告砂岩管

問之主墜事
読谷吾容

問

総
替
の
奥

H)o 

釘

倉

一

谷

‘》
叫

dペベ・
'シtJ

ガンノス谷麿

無化石?砂岩唐の上に基底諜岩とは

かな D磯撞の異づた国語襲岩唐がくる。

その間の関係は砂岩唐と間質の砂岩を

基質としてその中i亡念に多量の礁が入ってくるもののようであ.!J，露出が小さいため断言はできない

がp その開花侵蝕酉は認められない。[罰磯岩唐の上に整合に青次色の多くは殆んど無唐理に近い合化

石砂岩麿，その上に同じく γyレト岩唐がくる。との 3つを合してガγ ノス谷唐とするo 模式地は建屋

村ガンノス谷。

b) B' 

9 馴}柑}問

おi3 第

B 

G1 圏様岩暦

礁は殆んe.'国礁で淘汰もかなりよく，多くは萱径 4"""'ocm，最大 15cmで黒色合海.:'-リ角岩の礁

の多いのが目立ち，石英祖商岩・斑岩・淡青色ないし帯友色珪長岩・花商岩等の酸性ないし中性:の火

成岩礁も多く，股波璃されたピッチスト{ンかと思われる暗決色斑状岩・撒穂玄武岩が愛質したと思

われるもの・愛朽安山岩様岩・赤褐色凝茨角磯岩・赤色角岩片を含む集塊岩・白色砂岩・角岩組様岩

等も見出される。とれに反して基底磯岩に多い様色角岩・黒色頁岩・蛇紋岩等は少し若灰岩は極め

て穂である D 謬結物はわず事かに石炭質の中粒ないし粗粒砂で，所により礁との構成比に礎化があるo

との疎岩の諜種構成は先に報じた岡山懸i蕗本唐群草野唐のものと全く同じである九な沿新倉谷で

は珪化された四射サyゴぐ多分 W(1(T.gerwphyllumと思われるもの〉が直径 3.5cmの溜諜としてとの

諜岩中工 P登見された。唐厚 52m+。

G:! 膏友色砂岩層

新倉谷唐D砂岩唐よりや L石灰質で位度は更によくそろい且つ細かく塊扶i亡見える。顕微鏡下で、は

殆んど石英・長石・方解石粒のみよりなっている。時には G1のものと同様な礁をと含んだりsレンズ扶

I'L喋暦をはさんだりすることがある。各所に介化石を含む。多くは地居中にや.~集ヲて慶}択に配列し

たような状態を示し，時にはレンズ吠ぐ厚さ 5cm以下〉に?詩集する。保存は不良のととが多いが，
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Neゆαlcwvelliσ kαmbeiM.S勺 Myoplw1-iα~ aff. laevigαtα 等を多数採集できる司由良谷英でlは土との他に

Ne仰θbバt吋 e 仰 lυli句α k初初σα~m

β Rhy九chonellasp.， ? ff1yaIincr. sp.等が見出される。唐厚は 90m土。

Gs 膏友色シ)[..ト岩麿

G
2 との境界はかなり人魚的で，この G;Jにもや L砂質になるところがあ仏化石も下部では G;!と

向J誌に Neobaゐevellia灼 mbeiや j}lyopho1・ia，aff. laevigαtα を含む。土部には Nu側 lαnαsp.を散在す

るところがある。 G
3 に比ぺると化石は密集せず 1問題が散黙し現地堆積に近いものかと考えられる。

との唐も殆んど無唐理であるが走向傾斜が G;!と具るとは忠われない。唐厚 200m以上。

以上主としてr模式地に上って御波山居群の岩椙をのべたが各唐の厚さには所によ p多少の達、、があ

る。

G;!， GS の化石謹構成は先に報じた岡山懸の稿本唐群の草野・きょうがくぼ柄唐のものと殆んど同

じであり，御抜山居群l士会鐙として下部三義系(最下部を含む〉と考えられる。宮地直では稽本・夜

久野地置に見られるアニジツクの菊石を含む特徴的な括、弁型砂質頁岩唐は護達していない工うであ

る。化在については後日他の地直のものと一緒に護表する議定である。

3. 第三絃麿

建屋村三谷附近に分布するa 筆者らはこの唐からまだ化石をと見出していないが3 岩質及び石英粗面

岩類との関係から本唐をー態第三紀居と考えているo

同村みに小さく分布するものは白色凝灰質の中粒ないし脱税で，所々に灰色角岩の搬を含

む司居理は不明瞭，石英粗商岩類との境は判然とせデp 上又は横に漸移していると考えられる o

三谷から話各への道に露出するものは灰白色のγyレト岩と微粒ないし細粒砂岩との五唐ぐ各唐の厚

さは 2cm土〉でやはり凝灰質である。走向北 20
0
___60

0 東，傾斜 10
0

，....，30
0 北西で恐らく添谷のも

のの上位にくるものと思われるがs
とれらが全く翠ーの堆積金地のものであるかどうかは疑問であ

るo 居厚 60m以上。

口六屋村常にわデかに露出するものはゆるい摺曲をしているが大鐙走向北 50
0 東，傾斜南東へ 450-

---60。で，やはりや L凝茨質粗粒砂岩と γJレト岩ぐそれぞれ厚さ 5..-10cm および.2，......，5cm) との五

唐をなす口以上 3つのものは大韓関じような性質の地唐であると思われるo

口大震付樟克に露出し超翠基性岩・を混合不整合*に被うものは，以上のものとl士一見著しく異な人

総'色のや L凝茨質と見られる頁岩と凝茨質細粒角礁岩との五居ぐその各々の厚さの割合は会:に変化し

5Clilから 50cm1亡及ぶ〉である o

4. 崩積屠

玄武岩菱地の周濯に大小の規模で存在する。多量の玄武岩区磯を含む。主なものは大屋村大屋富士

tKf jH~のものと口大屋村中附近のものとである o 建屋村には花高岩の砕屑分解物よりなるや L 大きな崩

干支麿がある。

火 成 山
右

1. 夜久野撞基性岩類及び超盟基性岩

この地琶の夜久野盛義性岩類i亡属すると見られる深成ないし宇深成岩は一見舞鶴地磁程の見事な帯

状熔透を示さないa 御抜山麿群わ分布の四側の糸原附近，建屋村三谷とその南側山丘，又南谷村にも

事 f!f山f言堆，一般地i'tf}~ ， tm ].'t 



恐らえとの岩類に属すると思われるものが分布する。いデれも多くはや〉破砕された構浩をもち，又

岩寅の饗化が多い。特に糸原附近のものt宅設色綾密で角関石・緑泥石・斜鋤簾石3 所?と主 P曹長石や

方解石を合之介p 輝緑岩的な構造をもっとともある epトA.mphiboliぬとでもいうぺきもの，優白色で、

破砕された譲治がや L著しく，石英や斜長石を合さが，輝結岩的な部分や曹長石の赤常に多い部分のあ

る比較的組粒な様泥石一様簾右ー曹長石岩ともいうべきもの，文，青白色ないし白色で肉眼的にはハ

リ質な一見角岩の工うな感じのする，石英や曹長石をと含む E五l1efiinta.様ミロナイトかと思われるも

の等を合さがp しかもそれら相互の関係は工くわからない。

三谷のものは金鍾的?に見て糸原のもの工 D援基性であり叉所?と工る岩質の遣いが少い。南谷村のも

のは糸原の青白色で石芙や曹長石を含むものにや L訟でいるととろもあるがp 多くは脅緑色角閃岩様

設いし葵輝緑岩様である司一部帯紫色輝線凝茨岩様に見えるととろもある。

との地直ではとれらの夜久野麗基性岩類に属すると見られるものは，古生麿を明瞭に貫いているが

三塁系伺波山居群と直接援するととろを見るととができデs とれとの関係は不明で、ある。

口大屋村大屋)11北側には超箆毒性岩ぐ蛇紋岩・愛斑，礎岩・機常岩等〉の大きな岩盤が東西に延びて

いて古生唐を貫き叉樽見の第三紀唐と考えられる地唐に不整合に被われているが，夜久野震基fき:岩お

よび三塁系との関係は不明で、あるo

2五?詰.岐ニ・志圭海:ぉ・1!)8 

2. 花詩岩

建屋村建屋JlI東側に分布する。や L組粒であり黒雲母が比較的少ないぐ多色性は綾~淡貰九他}己

都成五鵠物として褐策石も見られる。磁銭鍍が比較的多く，ジルコ y を伴う。

早瀬一ーによればとの岩沼は山陰の花崩岩に特徴的なものであり，第三紀初頭に法人したものであ

ろうという。

3. 石英組高岩類

建屋村工り南谷村へかけてかな JJn貫く分布し，叉口大屋村にも散見するがその岩質は極めて受化が

多く，白色の瑳長岩・白色石英粗商岩・石英斑岩から吏にそれらの白色ないし暗線色凝次岩・凝灰角

磁岩に及ぶ。益決も1永欣・熔岩;決等極々であり，しかもそれらがかな P複雑に入D混づているa 三谷

附近の白色石英担商岩は白色凝灰質砂岩に漸移する工うに見える。一方EJrによ D極めて多量の岩石片

や礁を含んだ築塊岩や凝茨角礁岩となり，一見得波山浩群の諜岩と見誤るようなものさえある 3 極端

な例として三谷の奥の谷のロエ P約 1500mの所では，古生唐の黒色頁岩・得寂山彦群の砂岩誤岩，

夜久野5軍基性岩?等の毘角片が入Dまじり，その問を比較的わデかな凝次質物質が埋めている岩鐙の

露践が見られる。これは東の方へ次第に凝茨角礁岩へ移化するようであるo 叉南谷村岩井霞北方シヤ

カ谷奥では，ガY ノス谷麿の礁岩があまりく?とかれるととなく，殆んど地唐の形を残したまん長さ

:30 m 以上にわたり，珪長岩ぐあるいは芯英、包商岩?)中た取込まれていると思われるととろが観察

された。

4. 玄武岩
均十甲

大度宮士およびロヅて足付上山の南の犬彊高さ 470m以上のところに玄武岩宅地主なし， .中沼，守・

崩筏居以外の諸岩暦を設問する。培茨色で時(L紫色を帯びる。所It:工 P多孔突で流扶持迭を示十3

'ご

U
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1. 御殺山不整合

読に述ペたようにこの地区の古生居ぐ南谷居群)~士会惣として東西に定~，北へ 600 ......，80" 時会干し

一見単純な草斜構透をなす。これに反して得君主山居群の走向は頭部で北品。~加。東，北部訟よび烹

構質地
r
v
H
J
A
U
 



兵庫理菜、養父郡御紘山地区白地質，特に三塁・系御松山居群について 19~子

部でi土 700
，-...，，800 東となり甫東に 40

0

.. """-'60
0 傾斜する。雨唐群の岩椙も諜岩の一部にわデかな近似が

認められる也は全く異なる。雨唐群。境界は額唐であるととが多いが西から西北の境は不整合であ

額四ル

部 4 回 大農富士より梅紋山を望む

， -， . 

領 5 回 新倉谷 の“御雄山不整合"路頭図

り，大屋村糸原谷の臭の新倉谷，同じく糸原谷の臭のミザコ谷の奥，および口大屋村由良谷等でその

関係主観察できる。中でも新倉谷ではお 6mの明瞭な舗の露頭が見られる。御即時と南谷

居群との居序的に discorda凶な関係金趨を御蔵山不整合と稽する。

新者谷では基盤をなす黒色頁岩は:ま Y東西の走向をともち北へ 50。内外{頃斜する。基底醗岩の走向

傾斜はtQ1I定し縫いが分布から見ると大鐘走向は北 300 ........45。東で 30。内外南へ傾斜する。 ζの基底~
岩菅;士南の方へなこの露頭のす々そばで断居で切られて約 600m東方へとひそれから山の分枝を

廻って這跡されミザコ谷の奥に基底をと露出し，再び新居で約 250m東へとな:得故山頂近い南谷村坂

尻谷本谷英へ現われ，こ Lでは恐らく南北性新法で切られて本谷の別れにそのよ部をわデかに現わ

す。一方北方へは新倉谷からその北の山携を廻ヲて水:操谷に長く延びて玄武岩の下にかくれ，口大

農村由良谷の臭に現われて北東一南西の走向を示して東西性の古生涯に封して不;整合であることを
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策 5 悶 御故山不'整合新倉谷路頭附近地質性i1

示す。

露骨 審
以上の他のところでは得波山居群と南谷麿群との関係はすべて断唐である。基底礁岩はi自にも一

の個所で見られるが最下底部を新居で、切られて扶如しているらしい。露骨麿には北 75
0

.-85。東の走向

衝唐に近いものと北 200，-...，300 酉，北 300
，-..，40。東のこれに斜交するものとがあヲてp 多くは前者が

後者を切る工うに見えるが時代的に異なるものとはいいえたい。前者に践するものは地質箆に霊いた

ものの他にもこれに卒行に何本か存在するものと思われ，叉東西にも更に延びていて，との地区の権

主舎はいわばプロツグ構造がかった替紋構迭とでも呼ぶべき，稿本地区と舞鶴夜久野地蔵との中間的な

みであると考えられる。一般的に東西性の腕では南側が訓1に封して東に移動している。

との断唐博透。生成時期J亡関しては獄言はできないがp 前速の工うに断唐の存在するところや存在

すると思われるところに枝氏阪の石英樹，特に古生駒黒色頁岩や三塁系側、問岩片を多

量に含む集塊岩等が見られるようであり，叉しばしば簡唐角諜岩の細角片簡を充たしているものが白

色ないし茨白色の珪長岩様珪酸質物質であるとと等がそれを暗示している工うに思われる o 熔岩歌石

英間岩や第三紀署の砂岩γルト岩等はこれらの鶴居では切られてい怠い工うである。

御波山麿群。東部の走向が古生唐のそれと大韓一致しているととろが多いととは注・意を妥する。夜

久野窺造会性岩壊な伺設山居群の南北南側にとれをはさんでも分布するが叉西側にもあるo 南側荷主ひご

西測のものは古生野ο一般走向や麟麿の方向と同乙方向に延びている。との方向性は超摂基性岩の岩

惣にも見られるものである。花献については不明である。石英:担商岩類はむしろ基盤の方向?と，

それに関連をもっ東西治工び南北性の新麿に工ってその分布が支配されている工うに思われる r。

事 このような方向性があるのはこの間近だけではないようで，庚111・神戸は五寓分の一大屋市場関幅の調査で

虞〈この地域ーも?にこ/..>方向性があるとしているの
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3. 地殻蜜動についてのニ三の考察

以上によりこの地底では二塁紀末期戎腐統堆積後ある種の地殻繁動が行われて陸化したととは縫震

であるo 球磨統の南谷唐群と下部三塁系の符紋山居群とでは堆積物の供給源に遣いがある o その努イヒ

は御故山居群堆積中にも行われp 新倉谷唐とガγノス谷唐とでは諜岩麿の磯種も砂岩唐の岩椙も異

る。とれらは共にー窪の斑olasse型の堆積物といえよう。しかしガンノス谷慶が上部へ粒度を減じ

るとと，化石の産出吠況の饗化等から見るとp との堆積金地は間もたく掻大してとの地湿の陸からの

距完全をへだてて行クたようであるo

との地区はその後再びぐ恐らく三塁紀中it:)陸化したであろうがその時嘉治工びその後著しい地殻

愛勤があづたか否かにづいては，稿本地直i亡命けz中磯際岩5)に封比される工うなものがなく明瞭主主

詮擦を得ることができ注い。

一現在の符抜山麿群。裡曲は著しくはない。西部と東部との走向の遣いは断唐で寸断される以前から

のものであって堆積金地の形を残しているのであるとも考えられる。

た3な御放山不整合は西南日本では最初に見出された下部三塁系暴底の不整合であり j 日本では北上

山地の平行不整合にづいで2呑留である。その後舞鶴地帯稿本地直でも平行不整合が確められとの時

期の地殻費動がみとめ伝れている。一方関東山地でも最近下部三塁系?基底の不整合が稜想されてお

り民間菌では黒瀬}I!構遁警の生成が二塁記末期といわれている九今後全日本的にニ畏紀末三塁紀

初会の地殻鑓勤の地域的な有無，性質や強拐の遣い等が次第に明かにたづて行くであろうがとれば薄

衣時階や三塁紀後期の地殻費動にづいての諸問題と充分関連させて考えて，はじめてその意義を解明

して行くととができるであろう。

要 約

1. 符j故山地区の古生唐は舞鶴麿群上部に封上じされ球磨統にぞくし，演義の休場式疎岩荷主びそれ

と密接な関係にある石茨岩や頁岩のレ γズをもクジJレト岩を含む。一躍南谷麿群と命名するo

2. 御抜山唐群はとれを明瞭な傾斜不整合で被い，下から新倉谷麿ぐ基底礁岩唐と青茨色砂岩唐〉

・ガンノス谷麿ぐ図様岩唐・青決色砂岩唐・同シJレト岩唐〉に直分される。全唐厚 340m以上，金

鍾として岡山鯨英田郡福本地蔵の福本唐群の草野・き工うがくぽ雨唐に封比され，下部三塁系である o

. 3. 二嬰.紀雫又は三塁紀初頭との地直にある種の地殻費動があづたととは確費であ!J，得放山居群

堆積中まで運動が緯綬した工うであるo それ以後の地殻費動にづいてはあまり明瞭な詮擦が得られな

かづた。
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